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縁をつないでいく南三陸町の商店街 
 

2012 年に仮設商店街として営業を始め、昨年、場所を移転し本設商店街として新たなスタートを切った南

三陸さんさん商店街（志津川地区）。オープンから 1年 5 カ月目の 2018年 8月、来場者が 100万人を突破

しました。本設移転の前に抱いていた様々な不安をかき消すかのように、商店街には晴れやかな気分が広がっ

ています。 

 

㈱南三陸まちづくり未来（以下まちづくり未来）の菊地眞人常務は、「たくさん

のメディアが取材に来て伝えてくれた。さらに震災直後から支援してくださっていた

方々が友人や親せきを連れて来たり、中高生が体験学習で訪れたり、旅行会

社が商店街に立ち寄るツアーを企画したり、多くの縁のおかげで、短い期間で

100万人ものお客様をお迎えできた」と話し 

ます。 

 

 

ハマーレ歌津（歌津地区）も、復興支援で来ていた人たちが引き続き観光で訪れています。現在道路工事

のためアクセスが分かりにくくなっていますが、まちづくり未来では看板を設置して商店街への誘導を図ろうと考え

ています。 

海・山・里の豊かな自然に恵まれた南三陸町は、震災前から観光交流に力を入れていました。震災以降

は、商店街が町のメイン施設として観光交流をけん引しています。人口減少が課題となっているなか、交流人

口の拡大を担う商店街には大きな期待が寄せられています。 

「さんさん商店街とハマーレ歌津の 2 カ所に寄っていただいたお客様に何か特典を差し上げるなど、色々企

画を練っているところです」と菊地さん。ホームページやツイッター、会員向けメールマガジンなどを駆使し、情報

を発信しています。またミニコンサートなど、来場者の持ち込み企画イベントが多いのも、２つの商店街の特徴

です。それだけに菊地さんはじめ商店街の人たちには「支援していただいた方々やお客様との縁を大切にしてい

かなければならない」との思いが強くあります。 

２、３年後にはさんさん商店街のそばに道の駅ができる予定です。旧

防災庁舎を含む復興祈念公園の開園も控えています。「新しい施設

ができることで人の流れも変わるでしょう。その時、さんさん商店街とハマ

ーレ歌津はどういう役割を担うべきか、色々提案をしていこうと考えてい

ます」と菊地さんは言います。 

震災時の困難を大勢の人々と縁をつなぐことで乗り越えてきた南三

陸町の商店街。これからも縁を大切にしながら、変化する町と時代に

対応していこうとしています。 

 

 

▲南三陸まちづくり未来の菊地眞人（まさと）さん。事務所はさ

んさん商店街の一画にあり、気軽に訪ねることができます。 

▲名物キラキラ丼ののぼりがはためくさんさん商店街。学生や社会人のグループ、家族連れなどで賑わっています。 


